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駅員さんの話（石山在住の山口さん）

子どもの頃、家のすぐ近くを走る電車を窓からよく眺めてい
たという山口さん。豊平駅で駅員をしていた昭和２５年頃の様子
をこう話します。
「当時は、乗客も駅員も皆顔なじみでした。毎朝発車時刻ぎり
ぎりに、線路の向こうからあわてて走ってくる常連さんの顔も
分かっていたので、その人がやってくるのを待って出発したも
のです。また、定山渓へ向かう芸者さんに、切符代の代わりに
チョコレートを置いていたずら顔で逃げて行かれたこともあり
ました。今の時代では考えられないですよね」。随分のんびり
とした時代だったようです。
また、電車の運行が天候に左右されることもしばしば。簾舞
付近の土砂崩れで線路が埋もれたり、大雪で運行がストップし
たりすることもあり、職員総出で復旧作業にあたったそうです。
「作業は私たちだけでなく、沿線住民の皆さんも昼夜問わずス
コップを担いでやって来てくれました。自分たちの使っている
電車は自分たちで守る、という気持ちがとてもうれしかったで
す」。
目的地へ向かうための単なる乗り物というだけでなく、まち
の人みんなに支えられ、共に生きていた定山渓鉄道。電車と人、
人と人との温かいつながりのある時代だったのではないでしょ
うか。
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▲一の沢橋（一の沢駅～錦橋駅間）
を渡る電車（昭和５年頃）
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▲豊平駅を出発する
さよなら電車


